
【学習指導要領自立活動編、区分５「身体の動き」（５）の作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること】 

 

 

 

この巧緻性や持続性の向上は、当然教科の指導にもつながります。この取り組みでは、児童・生徒の希

望から内容が決まることもありますし、自立活動の担当からの提案もあり実施しています。中には、先輩

の作業内容を見て自分も実施してみたいと希望を出してきた生徒もいます。学習指導要領によると以下の

ような、留意点もあります。 

 

 

 

 

自立活動の授業では、前半ストレッチやラジオ体操などの運動系の内容を実施した後に、手作業の内容

を実施する児童・生徒がいます。このシリーズでは、そういった児童・生徒の取り組み紹介をします。 

【ダジャレかるたの取り組み】 

この取り組みをした、数年前に在籍していた卒業生は、身体の揺れがありましたが、独歩で学校生活を

送っていました。高等部２年までの取り組みで、身体の揺れを解消するために、スクワットなどの運動の

取り組みをしていたことにより、歩行の安定性は、増してきました。高等部３年では、ある程度運動課題

に対する取組が定着していたので別の課題に取り組みました。卒業生は、視覚障害があり、手指も震えて

しまうので、ＰＣのキーボード操作が苦手でした。音声入力にも取り組みましたが構音障害があり、上手

くいきませんでした。しかし、保護者からのＰＣ技術の向上を望む要望があり、学校として取り組む必要

がありました。そこで、自立活動の授業の中で、ＰＣのキーボード操作に前向きに取り組むことができな

いかと考え、「ダジャレかるた」の取り組みを始めました。ダジャレかるた作りは、教員と生徒の共同作

業で行いました。 

生徒の主な作業内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

＊苦手なキーボード操作を大好きなダジャレを考えることで、乗り越えられないかと考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自立活動担当 諏訪 勝己 

この内容は作業に必要な基本動作を習得し，その巧緻性や持続性の向上を図るとともに，作業を円

滑に遂行する能力を高めることを意味している 

作業を円滑に遂行する能力を高めるためには，両手の協応や目と手の協応の上に，正確さや速さ，持

続などの向上が必要である。さらに，その正確さと速さを維持し，条件が変わっても持続して作業を行

うことができるようにする 

必要がある 

・読み札の文面を考える。文面の内容は、すべてダジャレの内容とする。 

・考えた文面をＰＣに入力する。 

・読み札と絵札をラミネートフィルムにはさみ、仕上げをする。 

・生徒は、パソコン作業を苦労して行っていまし

たが、大好きなダジャレ作品を作っているといっ

た気持ちにより、いつもにこやかにパソコン操作

をしていました。 

・作品は、お世話になった先生方にプレゼントを

しました。 

・苦手なことを前向きに取り組むことも、自立活

動の役割です。 



 ダジャレかるた作りは、他の２ケースでも行いましたが、評判は散々でした。「だじゃれなんってやり

たくない」とか、「なんでこんなことをしなければならないんだ」といった具合でした。一人に上手くい

ったからといって、他のケースで上手くいかないといったことは、良くあることです。そこで、次のケー

スには、以下のような意味付けして、やってみようと思うきっかけを作りました。 

 

 

 

 この生徒は、落ち着きがなく注意されがちでした。自立活動室でも、決まったメニューがあってもいろ

いろな生徒のところに出歩くなど座っていられないといった様子でした。そこで、授業の後半に作業メニ

ューを用意し、一回の授業で 20 分ほどの手作業を意味付けして促しました。人のためになることを授業

で取り組むことは、作業するモチベーション維持につながったように思います。こういった「やろう」と

いった気持ちを作らないと、学習指導要領自立活動編、区分５「身体の動き」（５）の作業に必要な動作と

円滑な遂行に関することの目的を達成することは難しいのだと思います。 

【ドミノづくり】：生徒の主な作業内容は、片手でドミノを固定して、ねじ止めすることです。            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【木工作業】作業内容は、のこぎりで木の切断や金槌でダボを打つなどです。 

 ダジャレかるた作業を嫌がったもう一人のケースには、ゲームに出てくるような洋剣を作りたいとい

った希望が出てきました。自分で希望した取り組みは、とても集中して取り組めていました。その流れ

で、次の年に、コリントゲーム作りを教員としました。この頃には、苦手だった手作業にも積極的に取

り組めるようになってきました。 

 

自立活動担当 諏訪勝己 

・小学部の小さな子どもたちが勉強するためにつくります。中学生のお兄さんがつくってくれたと聞い

たらみんな喜ぶと思うよ。  

 

＊左記のすべてのドミ

ノ作りを実施しやり遂

げました。 

＊この生徒は、現在特

例子会社に就職したと

聞いています。この自

立活動の取り組みも、

何らかの良い影響にな

ったと思います。 

・白枠の丁番をドライバーで４か所

止める作業をしました。 

・ドミノを置く位置は赤枠の中の黒

枠の位置に置き、作業をしました 

３ 
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４ 

・写真４の板の横に磁石がつい

ていて、のこぎりがそこに張り

付く仕組みになっているため、

操作しやすくなっています。 

５ 


